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報道関係各位 
令和 7 年 12 月 8 日 

北海道北見市留辺蘂町松山１-４ 
 北の大地の水族館（山の水族館） 

館長 山内創 
 

イトウについて楽しく・深く学べる 5 日間！ 

「イトウの日 2026」イベント開催のお知らせ 

1 月 8 日～12 日 

 
 

北の大地の水族館（山の水族館）では、日本記念日協会への申請登録を経て2015 年に 1

月 10 日をイトウの日と制定し、これまでも毎年 1 月 10 日前後に日本最大級の淡水魚イ

トウの認知度向上及びイトウ保護活動に関する普及啓発活動イベントを行って参りました。

本年も下記の通り、イトウに因んだイベントを開催いたします。 

 

記 

イベント名 イトウの日 2026 

開催期間 令和 8 年 1 月 8 日(木)～1 月 12 日(月) 

 

毎年好評の本イベントですが、今回は昨年好評だったシークレットツアーに加え、脱落者

続出の鬼ムズイッ！！と毎年好評のイトウの一生すごろくを今回から新バージョンにリ

ニューアル＆パワーアップさせて開催します。 

詳細は下記よりご確認ください。 

 

〇各種イベント詳細 

①【イトウさん割】 

名字に「イトウ」が含まれる方は受付時にご申告いただけると、110 円でご入館いただけます。

斎藤さん、内藤さんなども OK。 
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※入館時に氏名のわかる身分証明書をご提示下さい。 

                           

 

 

➁【イトウの一生すごろく】 

イトウの生きる世界の過酷さと一生を体験できる巨大すごろくを館内ホールで開催します。 

スタッフ立ち会いのもと、一回でクリアできた方には限定デザインの缶バッチをプレゼントいた

します。(スタッフ立ち合いのもとのチャレンジは 1 日１回のみ) 

昨年度は 340 名が挑戦し、ゴールできた方は 2 割にも満たず、毎年『イトウはこんな厳しい一

生を送っているのか！』と好評の当館随一の企画です。 

このすごろくマップを今回からリニューアルいたしました。難易度は下げず、マスの内容を最新

の情報を盛り込んだものとなっています。 

 

写真：イトウの一生すごろく(今回よりすごろくのマップのデザインも変わります。) 

 さ いとう 

齋 藤 

ＮＥＷ 

リニューアルして帰ってきた！
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③【赤い服の男性・黒いドット柄の服の女性に記念品プレゼント】 

繁殖期に体が赤くなるイトウのオスに因んで、「赤色の服を着て来館された男性」。 

繫殖期でもオスほど体色が変わらないメスは、イトウの特徴でもある黒い斑点模様から「黒い

ドット柄の服を着て来館された女性」。 

上記の条件を満たした方へ、スタッフデザインの特製缶バッジを受付時にプレゼントいたしま

す。 

 

※服は上下どちらでも構いませんがワンポイントは不可とさせていただきます。 

※帽子、靴下も対象になります。 
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写真：繫殖期特有の婚姻色が現れたオスのイトウ 

 

写真：メスのイトウ 
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④【イトウの解説プログラム イトーーク！！】 

イトウの最大体長や体重、寿命や食性などの基本情報や絶滅の危機に瀕している理由と現状

や人々の活動など、イトウについて知り尽くした当館のスタッフが語りつくします。 

 

1 日 4 回 （10：00～・11：30～・13：３0～・15：３0～） 各回 10～1５分 

 

写真：イトーーク！！の様子 

 

⑤【イトウらぼ】 

イトウを様々な角度から解説したパネルや触ることができる剥製・標本などの展示を行います。  

人気のイトウの重さを体感できるぬいぐるみを始め、五感で楽しめるような展示や、イトウの最

大体長と背比べができるパネル、来館者参加型のイトウについて自由に書いていただく掲示

板ブースも設ける予定です。 

また、当館で生まれたイトウの稚魚・若魚も展示します。 

※朱鞠内湖淡水魚漁業協同組合より特別にご提供いただいた人工授精によりできた受精卵か

ら孵った個体となります。 
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写真：イトウらぼ（過去の様子より） 

 

写真：イトウの重さを体感できるぬいぐるみ(左)とイトウの剝製(右) 

 

⑥【イトウシークレットツアー】 

期間中毎日、１日５名様限定で普段は入ることのできないイトウ大水槽の裏側や、イトウの搬送

に使用する器材に触れられるバックヤードツアーを行います。 

 

テ ー マ:  「イトウの飼育現場を覗いてみよう」 

見学内容： イトウ大水槽のバックヤードを見学 イトウを搬送する際に使う器材の見学 
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解説内容： イトウ大水槽の基本情報やイトウ水槽が完成するまで 

イトウの搬送の方法や気を付けていること、使用する器材について 

 

参 加 費： お一人様 １，１００円（別途入館料） ※一部をイトウ保護団体へ寄付します。 

開始時刻： １４：３０分～（所要時間３０分） 

定 員： １日限定５名 

参加特典： 参加証明書・記念品をプレゼント 

 

※事前予約制。水族館 HP、宣伝ポスターに記載の専用サイトからご予約いただけます。 

※見学コースの特性上、高所・階段などがございます。小学 3 年生以下の方(予約時点)・足腰

の不自由な方の参加をお断りさせていただきます。また小学 4～6 年生の方には保護者の方

の同伴を必須とさせていただきます。 

※ツアーガイドは山内（館長）、神谷（主任）、山本（イトウ飼育担当）のうち 1 名が当日担当いた

します。 

 

 

写真：バックヤードから見たイトウ大水槽 
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画像：予約サイトＱＲコード 

 

 

イトウとは 

 

全長 1.5m、体重 20kg 以上になる日本最大級の淡水魚で元来は青森県や岩手県、北海道各

地に生息していましたが環境破壊により生息数が激減し、2025 年現在では北海道のごく限
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られた一部の川や湖にしか生息せず、幻の魚とも呼ばれます。環境省のレッドデータブックで

は絶滅危惧ⅠＢ類に分類され、現在も高いレベルで絶滅が危惧されている魚でもあります。イ

トウはイトウを守ることがその他の様々な生物を守ることにつながるアンブレラ種と呼ばれる

生物と考えられており、イトウの保護とイトウ生息地の保全は北海道の多様で豊かな自然環境

を守ることにつながります。当館では良好な自然環境と適切な保護保全活動により安定的な

個体群が維持されている北海道幌加内町の朱鞠内湖より、朱鞠内湖淡水漁業協同組合様協力

の下、現在 80～110 ㎝のイトウ計 7 匹を大水槽にて展示しています。 

北の大地の水族館は北海道イトウ保護連絡協議会への加盟、朱鞠内湖淡水漁業協同組合との

協力、イトウの日イベントなどを通じ、この希少淡水魚を守る活動を行っています。 

 

お問い合わせ 北の大地の水族館（山の水族館）  

担当/山本直和 

TEL /0157-45-2223 
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画像：イトウの日 2026 ポスター 
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